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【②東門】　
昭和 37年に新築されたことが史料から確認された。当初は石
垣の耳石が現在よりも内側にあったが、おそらく車両通行用に
門の幅が当初より拡幅されたため、それとともに耳石が移動さ
れた ( 写真右 )。

①【正門】( 門柱のみ伝建物 [ 工作物 ])
石造門柱は建設当初のものと思われる。当初は門柱が４本立っ
ていたが ( 写真右 )、史料より昭和 37年に内側の２本が撤去さ
れたと推測される。鋳鉄製の門扉もこの時製作されたものと思
われる。

④【石垣 (正面 )】( 伝建物 [ 環境物件 ])
切石積で、正面から東西の門扉まで廻り込む。史料に｢外廻堤上
に多行松植付｣とあり、多行松は明治行啓時に植えられたことが
分かる。各部に雨染みが見られ、一部では蔦が覆っている。西
側の隅付近では大きく孕んでいる箇所がある ( 写真右 )。

【航空写真 (1976 年 / 国土地理院 )】

③【西門】　
東門と同じ意匠の門柱に木製の門扉が取付く。年代は不明だが、
東門と同じく昭和 37年の新築と考えられる。

⑥【石垣 (背面 )】　
本館突出部背面側の法面。正面側の石垣とは仕上げが異なる。
石垣の中央付近は大きく乱れ、南側斜面の土砂や雨水の影響と
思われる。斜面は土質が柔らかく、土砂が流れやすい。斜面は、
おそらく昭和頃にコンクリートで覆っていた ( 写真右 )。

⑤【庭園】
用途は詳らかでないが、斜面地を造成。周辺と植生が異なり岩
なども配置。正面の函館湾に対し、函館山を意識したか。明治
行啓時の記録に｢庭園の築造等｣とある。昭和８年に東伏見宮妃
を迎え「公会堂奥庭」にて撮影された集合写真が残る。( 写真右 )

⑦【失われた建造物】
現在のポンプ室周辺には、職務住宅や便所が建っていた。当初
は敷地内に計５棟の建造物があったが、本館と附属棟以外は昭
和修理前に取り壊されている。また、かつては裏手に木柵が廻っ
ていた。

職務住宅 便所
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■内部
・自火報は天井裏など各部に配置
・消火器は各所に設置

【その他の設備】
■外部
・避雷針
・ポンプ小屋、貯水槽

屋内消火栓
・警報装置

屋内消火栓
・警報装置

屋内消火栓
・警報装置

火災受信機・
消火ポンプ制御盤等

屋内消火栓
・警報装置

放水銃

放水銃

ライトアップ用照明ライトアップ用照明

放水銃
外灯外灯

避難梯子 避難梯子

放水銃

放水銃
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活用のコンセプト /敷地のゾーニング
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・歴史を感じられる施設とする。
・家具は基本的に展示し、椅子は着座できるようにする。
　→家具に座り、写真を撮影してもらうことで歴史を学ぶ。
・下駄箱、ロッカー室（着替室内）を整備。
　→手荷物を減らすことにより家具の展示に配慮。
・２階は、これまでと同じくイベントスペースとして活用する。
・貴賓室・浴室は、ガイド付きの公開など公開方法を検討する。　
　（函館観光ボランティア「一會の会」など）
・２階貴賓室北端の御食堂は公開する。

建物のゾーニング
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　・動線、ストーリーを考慮し、分かりやすい展示とする。
　・１階の家具は基本的に使用できるように配置。
　　（写真撮影によって建物の価値を理解してもらう。→写真パネルは廃止）
　・２階は現状通り。

　　・現在は卓子が全て物置に収納されている。
　　　（大×７、中×１、小×３。全て幅 1200mm程度）
　　・棚などは会議所などに展示されている。
　　・椅子は全てなくなっている。
　　・球戯室と小食堂は家具を展示しない。
　　　→公会堂・周辺などの歴史などガイダンスとする。

　　・現在は２室に展示されている。
　　　→１室に集約する。（1.5 室分が残存）
　　・無料のメイク室として家具を展示。
　　　→化粧台などを使えるように配置する。

　　・かつての家具がよく残っている。（2.5 室分）
　　　→どの部屋で使われていたものか不明。
　　・修理に合わせ、どの部屋で使われた家具か整理する。
　　・当初の部屋を可能な限り再現する。
　　　「事務所（２室）」、「役員室」、「応接室」、「予備室」

家具の展示

  ・家具の使い方 ( 着座、棚の開閉等 )
  ・整備方法 ( 大食堂の椅子等 )
  ・寝室の展示位置
  ・会議所の家具の整理方法
  ・貸室とする際の使用 /収納方法

②寝室 ( 宿泊 )

②寝室 ( 宿泊 ) ③会議所 (政治 )③会議所 ( 政治 )

①大食堂 ( 迎賓 )

①食堂・球戯室 ( 迎賓 )
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・元々は会議所として利用していた。
・他にも絵画展覧会、物産陳列所、開眼供養式など、色々な使われ方をしていた。
・市の計画により、「特別な場所を活用したMICE の開催」が促進されている。
　　『函館市観光基本計画 ( 計画期間 2014 ～ 2023)』
　　　○ＭＩＣＥ受け入れの強化      
      　　・新たなＭＩＣＥ受け入れ施設の整備      
　　　　　（イベント，会議等に対応できる新たな施設の整備・活用 )
　　　　・割引パスポートの充実      
　　　　　（ＭＩＣＥ参加者が受けられる割引対象施設の拡大や割引内容の向上等）      
　　　　・ユニークべニューの活用      
　　　　　（公会堂等函館ならではの特別な場所を活用したMICE の開催促進）

MICE とは・・・
「企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学
会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のこ
とであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称」（観光庁HPより）

貸室 /イベント

 ・場　所：大食堂、会議所事務室
 ・ 時　期：繁忙期以外
 ・使い方：会議室、展示会、物販、
　　　　　その他

場所・期間を限定して貸室とする。
（通常は家具展示）

ユニークベニューの事例

大食堂

会議所事務室

・現在の定員は 120 人。
・現在はイベント毎にパイプ椅子を設置しているが、仮設の椅子を常設する、
・平日や夜間などの時間帯のイベント開催を検討する。
・控室の着替室、椅子を保管する棚など、建物を傷つけない程度で整備も検討。

 ・主催者、開催方法
 ・イベントの内容、開催時間
 ・定員

控室 物置

イベントスペース
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〇乗降場と一体的に整備可能
　  幅  ：1250mm（建具内々）
　高低：約 1000mm（GL~１階 FL）
　　　　→1/15 の勾配で 15mのスロープ。

　①　公会堂へのアクセス
　②　場内の移動（便所、各室の動線など）
　③　１階へのアクセス
　④　２階へのアクセス　　

　・建物への上り口が 1000mm程度ある。
　・車いす利用者は、ほとんど２階には上がれない。
　・坂道の多い立地のため公会堂へのアクセス自体が困難。
　・便所には補助者が同伴し、職員も協力。
　・内部には車いすを用意。

　・繁忙期 (４月～９月 )には、補助が必要な方が月に10名程来館。
　　→そのうち車いす利用者は月に１名程度。
　・冬期のスロープの設置について、要確認

　・文化財としての価値を尊重しつつ、最大限配慮する。
　　（保存に影響を与えない程度で検討する）
　・貴賓室、大広間など、上等な部屋の改変は行わない。
　・輸入材（紙張り）など、貴重な仕上げ材の保存。

段差解消ステップ設置

バリアフリー

段差

乗降場

車両

本館

正門
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■エレベーター
　①西側階段上部に開口部。　
　②２階廊下に開口部。

■いす式階段昇降機
　・壁面内部の補強について検討必要。
　・西側：２階は突出部（浴室）の出入り口が近接。
　・東側：音楽室内々が 660mm( 車いす幅：630mm以下 )

■可搬型階段昇降機
　・建物を傷める箇所が少なく、費用的負担も小さい。
　・昇降可能だが、操作性・注意点については要確認。
　・車いすごと乗れるものもある。
　・最大傾斜角＝勾配 35°まで対応。（公会堂は 32°）
　・文化財での使用事例がほとんどない。
　・参考寸法（車いす式）：L1468×W636×H934mm/52kg

バリアフリー

建具内々
660mm

１階

エレベーター

椅子式昇降機

①
西側

東側

②

２階
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展示 (寝室 )

展示(会議室)

展示(会議室)

ガイダンス ガイダンス 貸室

貸室
着替室

着替室
下駄箱

物置

物置

便所

化粧室

化粧室
事務室

受付

事務室

・機器は石油暖房機５つのみ。
　（附属棟東側のオイルタンクから給油）
・道内の重要文化財建造物 ( 洋館等 ) で本格的な
　暖房設備がないのは、公会堂と小樽郵船のみ。

・必要日数
　→11月以降は館内が 0℃近くまで下がる。
・利用者数（公会堂）
　→暖房が必要となる 11～４月は 200 人 / 日程度が利用。
・観光者数（函館市）
　→冬は観光客数が落ち込む一方、外国人観光客が多く、
　　市は「通年型観光へ向けた取り組みをさらに強化」。

［保存］
　・建物の改変を最低限とする。
　・保存環境に考慮する。（「すが漏り」や漆喰などに配慮）
　・配管等の更新に配慮する。（建物の修理より周期が早い）
　・煙突、床下などを利用する。
　・具体的な器具、断熱材の採用など、実施方法は設計で検討。
［活用］
　・部屋の用途に応じて部分的な設置を検討する。
　・暖炉などを部分的に再現し、当時の室環境を体感。

・煙突内法 400mm（本館）

・縁側の複層ガラス化

・附属棟（管理者休憩室）の複層ガラス化

・寒気の流入対策

暖房

ボイラー室
配管

暖房設置箇所

床下 煙筒貫通孔（煙突）

(附属棟へ ) 

32



便所

【課題】
・昭和修理時に本館に男子便所と女子便所、附属棟に共用便所を整備した。
・女子便所は、ブースが狭く不便。
・共用便所は、利用者が少ない。
・バリアフリーの検討とともに、多目的便所の検討が必要。
・元町公園の便所も利用可能。

【設置の方針】

女子便所
↓

多目的便所共用便所
↓

女子便所

男子便所

段差あり

動線
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その他

修理後（衣装館・メイク室・売店）
修理後の指定管理者の変更も考えられ、修理後は雰囲気にあったサービス・活用とする。
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参考資料①平成28 年度 事業スケジュール　


